
平成29年度第1回女性委員会

平成29年度若手リーダー研修会

平成28年度第3回（8回）理事会

平成28年度市町村老連・事務担当者合同会議

105号
2017.8.25

通　巻

【内容】
東北ブロック老人クラブリーダー研修会
これからの行事予定
事業報告（県内の出来事・全国の出来事）
市町村老連活動状況報告（富谷市日吉宝樹会）
新地域支援事業をご存知ですか

県老連
だより

み　　  や 　　ぎ

公益財団法人　宮城県老人クラブ連合会



す
る
と
と
も
に
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
の
資
質
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
式
に
お
い
て
は
、

全
老
連
の
副
会
長
で
も
あ
る

武
山
萬
宮
城
県
老
連
会
長
の

挨
拶
の
後
、
全
老
連
河
野
敦

子
参
事
の
「
１
０
０
万
人
会

員
増
強
運
動
の
取
組
と
評

価
」
と
題
し
た
基
調
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
快
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
研
究
所
の
吉
井
雅
彦
所
長

か
ら
「
大
往
生
し
た
け
り
ゃ

…
～
や
れ
る
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
～
」
と
題
す
る

講
話
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
実

技
が
あ
り
、
参
加
者
一
同
は

講
話
に
う
な
ず
い
た
り
、
吉

井
先
生
の
軽
快
な
語
り
口
に

笑
い
の
絶
え
な
い
、
楽
し
く

７
月
13
日
（
木
）
か
ら
14

日
（
金
）
に
福
島
県
郡
山
市

「
ホ
テ
ル
華
の
湯
」
で
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
県
か
ら
は
、
武
山
萬
会

長
を
は
じ
め
、
38
名
が
参

加
、
総
参
加
者
は
４
６
６
名

で
し
た
。

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

は
活
力
あ
る
高
齢
社
会
づ
く

り
に
向
け
老
人
ク
ラ
ブ
を
取

り
巻
く
現
状
と
役
割
を
認
識

た
め
に
な
る
講
演
で
し
た
。

二
日
目
は
岩
手
県
・
山

形
県
・
仙
台
市
の
２
県
・

１
市
の
代
表
者
か
ら
活
動
事

例
の
発
表
が
行
わ
れ
た
の
ち

に
、
76
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
「
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

性
化
」
に
つ
い
て
討
議
を
行

い
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
定
期
的
な
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
か
、
新
地
域
支
援
事

業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

来
年
度
は
、
山
形
県
天
童

で
の
開
催
が
決
定
し
、
山
形

県
老
連
会
長
か
ら
次
期
開
催

県
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
様
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

《
会　

長
》

　

武
山　

萬
（
石　

巻
）

《
副
会
長
》

　

渡
邊
栄
一
（
岩　

沼
）

　

西
城
重
一
（
気
仙
沼
）

　

佐
藤
純
子

　
　
　
　

（
女
性
委
員
会
）

《
理　

事
》

　

小
松
洋
吉

　
　
　

（
東
北
福
祉
大
学
）

　

成
田
美
子

　

（
県
長
寿
社
会
政
策
課
）

　

庄
司
典
夫

　

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

板
橋
兵
悦
（
塩　

釜
）

　

菊
池　

衛
（
白　

石
）

　

中
澤
和
男
（
名　

取
）

　

伊
藤
三
壽
（
角　

田
）

　

阿
部
昭
一
（
多
賀
城
）

　

及
川　

潔
（
登　

米
）

　

菅
原
武
義
（
栗
原
）（
新
任
）

　

大
山
金
雄
（
東
松
島
）

　

佐
藤
節
夫
（
大　

崎
）

　

村
山
一
夫
（
県
南
）（
新
任
）

　

村
田
直
喜
（
中　

央
）

　

鈴
木
輝
雄
（
県　

北
）

平
成
29
年
度

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

平
成
29
年
７
月
13
日
～
14
日　

ホ
テ
ル
華
の
湯
（
郡
山
市
）

役
員
＆
評
議
員

◎
【
役
員
・
評
議
員
名
簿
】（
敬
称
略
）

（
任
期
：
平
成
30
年
度
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で
）

　

佐
藤
良
一
（
沿　

岸
）

　

佐
藤
貞
子

　
　
　
　

（
女
性
委
員
会
）

　

髙
橋
ち
た
江

　
　
　
　

（
女
性
委
員
会
）

《
常
務
理
事
》

　

千
葉
義
明

　
　
　
　

（
県
老
連
）（
新
任
）

《
監　

事
》

　

早
坂　

修
（
県　

南
）

　

鈴
木
勝
美
（
中　

央
）

　

森
近
正
明
（
県　

北
）

《
顧　

問
》

　

坂
本
せ
ん

《
評
議
員
》

　

相
澤
政
助
（
石　

巻
）

　

髙
橋　

誠
（
塩　

釜
）

　

畠
山
多
喜
夫
（
気
仙
沼
）

　

高
原　

博
（
白　

石
）

　

田
端
幸
男
（
名　

取
）

　

笠
松　

剛
（
角　

田
）

　

工
藤　

寧
（
多
賀
城
）

　

三
品　

實
（
岩　

沼
）

　

飯
田　

功
（
登
米
）（
新
任
）

　

菅
原　

佑
（
栗
原
）（
新
任
）

　

添
田　

泰
（
東
松
島
）
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
平
成

29
年
度
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
の
開
催
に
あ
た
り
一
言
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
東
北
各
地

よ
り
大
勢
の
会
員
皆
様
方
の
ご
参

集
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
、
公
私

共
に
ご
多
忙
の
中
、
福
島
県
保
健

福
祉
部
高
齢
福
祉
課
長
・
武
藤
清

様
、
郡
山
市
副
市
長
・
菅
野
利
和

様
に
は
、
ご
来
賓
と
し
て
ご
臨
席

い
た
だ
き
、
本
大
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
、
衷
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
先
日
、
九
州
地
方
の
記
録

的
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
見
ま
わ

れ
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
は
、
誰
も
が
願
う
「
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実

現
」
に
向
け
た
健
康
づ
く
り
、
介

護
予
防
の
取
り
組
み
、
高
齢
者
相

互
の
心
の
触
れ
合
い
活
動
、
さ
ら

に
は
安
全
・
安
心
へ
の
地
域
の
見

守
り
活
動
な
ど
、
地
域
の
担
い
手

と
し
て
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿

命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
積
極
的
な
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
四
人

に
一
人
と
言
わ
れ
、
高
齢
者
人
口

が
急
増
す
る
中
、
地
域
社
会
に
お

い
て
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
高

齢
者
の
直
面
す
る
課
題
に
対
応
し

た
活
動
に
取
り
組
む
と
共
に
、
行

政
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
地
域

づ
く
り
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
誰
も

が
元
気
に
楽
し
く
自
由
に
集
ま

り
、
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
平
成

二
十
六
年
度
を
初
年
度
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
「
百
万
人
会
員
増

強
運
動
」
の
推
進
は
、
最
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
更
な
る
創
意
工
夫

を
重
ね
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
、
自

助
・
共
助
に
努
め
、
「
連
携
と
共

同
」
、
「
触
れ
合
い
、
支
え
合

い
」
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
地
域

社
会
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て
、

「
ゆ
と
り
・
う
る
お
い
・
や
す
ら

ぎ
」
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
高

齢
者
の
孤
独
死
や
消
費
者
被
害
の

防
止
な
ど
、
様
々
な
地
域
課
題
を

抱
え
、
元
気
な
高
齢
者
の
社
会
参

加
と
地
域
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ

り
、
「
新
地
域
支
援
事
業
」
が
創

設
さ
れ
、
介
護
度
が
「
要
支
援
一

お
よ
び
二
」
の
方
々
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
一
部
で
あ
る
「
訪
問
介
護
、

通
所
介
護
」
は
、
市
町
村
の
行
政

に
委
ね
ら
れ
、
平
成
二
十
九
年
度

末
ま
で
の
三
年
以
内
に
、
市
町
村

独
自
の
「
新
地
域
支
援
事
業
」
で

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
が

現
在
行
っ
て
い
る
「
友
愛
活
動
」

や
「
見
守
り
活
動
」
、
「
サ
ロ
ン

活
動
」
な
ど
が
、
高
齢
者
の
在
宅

で
の
日
常
生
活
を
支
え
る
「
新
地

域
支
援
活
動
」
と
し
て
認
め
ら
れ

る
よ
う
、
各
々
の
市
町
村
に
積
極

的
に
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
四
ヶ

月
、
復
興
に
立
ち
上
が
っ
た
被

災
地
に
お
い
て
も
、
先
人
達
が
築

い
た
五
十
有
余
年
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
明
か
り
を
灯
し
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
仲
間
が
仲
間
を
作

り
、
共
に
楽
し
み
な
が
ら
健
康
で

心
豊
か
な
活
動
が
出
来
る
様
に
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

私
達
に
は
「
地
域
づ
く
り
を
担

い
、
地
域
を
元
気
に
す
る
活
動
を

行
う
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
各
位
を

は
じ
め
、
各
老
連
役
員
の
皆
様
が

先
頭
に
立
っ
て
、
「
友
愛
訪
問
」

や
「
健
康
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
本
研
修
会
の
開
催
地

「
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
対

し
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
今
日
、
明
日
の
二
日
間
「
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
が
、
よ
り
有
意
義

な
も
の
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

笠
原
吉
信
（
大　

崎
）

　

塩
田
智
明
（
富
谷
）（
新
任
）

　

丹
野
則
夫
（
蔵　

王
）

　

柏　
　

雄
（
七
ヶ
宿
）（
新
任
）

　

倉
繁
孝
市
（
大
河
原
）

　

真
壁
虎
雄
（
村　

田
）

　

島
貫
孝
雄
（
柴
田
）（
新
任
）

　

古
郡
金
蔵
（
川　

崎
）

　

星　

次
雄
（
丸
森
）（
新
任
）

　

渡
邊
信
秋
（
亘　

理
）

　

西
澤
英
清
（
山　

元
）

　

大
友　

昌
（
松　

島
）

　

顧　

治
夫
（
七
ヶ
浜
）（
新
任
）

　

阿
部
次
雄
（
利　

府
）

　

澁
谷
秀
一
（
大　

和
）

　

田
中　

實
（
大　

郷
）

　

福
田
稲
生
（
大　

衡
）

　

橋
本
一
意
（
色　

麻
）

　

高
橋
良
一
（
加　

美
）

　

小
野
秀
一
（
涌　

谷
）

　

菅
原
芳
吉
（
美　

里
）

　

古
澤
孝
夫
（
南
三
陸
）

　

野
呂
英
樹
（
新
任
）

　

（
県
長
寿
社
会
政
策
課
）

　

佐
藤
光
敏

　

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

菅
原
邦
子

　
　
　
　

（
女
性
委
員
会
）

　

高
橋
よ
し
子

　
　
　
　

（
女
性
委
員
会
）
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東
北
ブ
ロッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

全
老
連
副
会
長
挨
拶

　

全
老
連
副
会
長
・
宮
城
県
老
連
会
長

武
山　
　

萬



【
８
月
30
日
（
水
）
】

　

「
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

13
時
30
分
～　

ホ
テ
ル
白
萩　

２
Ｆ
錦　

２
３
０
名

　

①
講
演
「
住
み
馴
れ
た
地
域
で
共
に
生
き
る
た
め
に
」

　
（
講
師
：
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連
合
会
）

蓬
田
隆
子
会
長

【
８
月
24
日
（
木
）
～
９
月
19
日
（
火
）
】

　

「
健
康
づ
く
り
研
修
会
」

　

（
受
付
）
午
前
10
時
30
分
～　
　

県
内
７
地
区　

７
０
０
名

　

①
８
月
24
日
㈭　

仙
台
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　

大
衡
村
「
平
林
会
館
」

　

②
８
月
28
日
㈪　

気
仙
沼
・
本
吉
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　

本
吉
町
「
本
吉
公
民
館
・
本
吉
体
育
館
」

　

③
９
月
４
日
㈪　

登
米
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　

登
米
市
「
豊
里
公
民
館
」

　

④
９
月
６
日
㈬　

石
巻
地
区　

　
　
　
　
　
　
　
　

東
松
島
市
「
小
野
地
区
体
育
館
」

　

⑤
９
月
11
日
㈪　

大
崎
地
区　

　
　
　
　
　
　
　
　

色
麻
町
「
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
」

　

⑥
９
月
12
日
㈫　

栗
原
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　

栗
原
市
「
金
成
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
」

　

⑦
９
月
19
日
㈫　

仙
南
地
区　

　
　
　
　
　
　
　
　

仙
台
大
学
講
義
室
Ｂ
棟
１
０
４
号
室
・

　
　
　
　
　
　
　
　

体
育
館

【
10
月
12
日
（
木
）
】　

予
備
日
10
月
13
日
（
金
）

　

「
第
22
回
宮
城
県
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」　

　

大
郷
町
総
合
運
動
場　

７
５
０
人

【
11
月
15
日
（
水
）
】

　

「
第
38
回
宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

　

大
河
原
町
え
ず
こ
ホ
ー
ル　

８
０
０
人

【
11
月
～
２
月
】

　

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

　

県
内
20
会
場　

１
，
０
０
０
人

【
12
月
６
日
（
水
）
】

　

「
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

　

午
後
１
時
30
分
～　

ホ
テ
ル
白
萩　

１
２
０
人

【
１
月
19
日
（
金
）
】

　

「
第
２
回
県
老
連
女
性
委
員
会
」

　

ホ
テ
ル
白
萩　

40
人

【
１
月
26
日
（
金
）
】

　

「
第
２
回
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
連
絡
会
議
」

　

ホ
テ
ル
白
萩　

30
人

【
３
月
７
日
（
水
）
】

　

「
第
10
回
県
老
連
理
事
会
」

　

ホ
テ
ル
白
萩　

30
人

【
３
月
20
日
（
火
）
】

　

「
第
８
回
県
老
連
評
議
員
会
」

　

ホ
テ
ル
白
萩　

40
人

【
３
月
23
日
（
金
）
】

　

「
市
町
村
老
連
会
長
・
事
務
担
当
者
合
同
会
議
」

　

ホ
テ
ル
白
萩　

70
人

【
10
月
18
日
～
19
日
】

　

「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」　

京
都
府　

10
人

　

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
・
み
や
こ
め
っ
せ
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１　

県
内
の
行
事
予
定

これからの行事予定
（人数は県内からの参加見込者数）

２　

全
国
の
行
事
予
定



　

今
年
度
は
８
月
30
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催

し
、
内
容
は
「
外
部
講
師
に

よ
る
講
演
」
「
基
調
報
告
」

「
活
動
事
例
発
表
」
等
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

⑵
県
老
連
だ
よ
り
へ
の
寄
稿

に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
の
女
性
委
員

会
で
女
性
委
員
会
の
活
動
を

県
老
連
だ
よ
り
へ
の
寄
稿
す

る
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
実
現
に
至
っ

て
い
な
い
た
め
、
改
め
て
協

議
し
た
結
果
、
今
回
は
富
谷

市
老
連
の
活
動
を
県
老
連
だ

よ
り
に
掲
載
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

※
８
ペ
ー
ジ
に
富
谷
市
日
吉

宝
樹
会
の
活
動
が
寄
稿
さ
れ

て
い
ま
す
。

⑶
女
性
部
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
（
事
例
照
会
）

　

34
市
町
村
老
連
中
、
28
老

連
に
女
性
委
員
会
（
女
性
部

会
）
が
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
性
化
の
た
め
女
性
委
員

会
の
活
動
は
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

③
推
進
奨
励
金
交
付
要
綱

の
補
完
に
つ
い
て

④
Ｈ
28
実
績
報
告
書
の
提

出
に
つ
い
て
（
依
頼
）

⑤
「
市
町
村
老
連
と
の
協

議
の
場
づ
く
り
」
及
び

「
好
事
例
の
発
掘
と
横
展

開
」
の
推
進
に
つ
い
て

⑶
「
高
齢
消
費
者
被
害
防
止

運
動
」
助
成
金
交
付
事
業
に

つ
い
て
（
通
知
）

⑷
「
第
13
期
高
齢
者
相
互
支

援
推
進
啓
発
事
業
」
モ
デ
ル

老
連
の
再
募
集
に
つ
い
て

⑸
「
理
事
及
び
評
議
員
の
定

数
・
現
員
」
の
見
直
し(

事

務
局
素
案)

に
つ
い
て

⑹
「
専
門
部
会
」
の
構
成
及

び
検
討
事
項
に
つ
い
て

⑺
「
熊
本
地
震
」
「
岩
手
台

風
」
災
害
救
援
拠
金
市
町
村

老
連
別
一
覧
表

　

平
成
29
年
４
月
28
日
㈮

午
後
１
時
30
分
か
ら
ホ
テ
ル

白
萩
２
階
「
け
や
き
の
間
」

に
於
い
て
、
女
性
委
員
24
名

が
出
席
し
第
１
回
女
性
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
全
員
で

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
歌
」
を
合

唱
し
「
私
た
ち
の
誓
い
」
を

朗
読
し
た
後
、
武
山
萬
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
出

席
者
の
紹
介
を
行
い
協
議
事

項
に
入
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

　

１　

協
議
事
項

⑴
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

に
つ
い
て

【
平
成
29
年
３
月
24
日
㈮
】

　

○
ホ
テ
ル
白
萩

　

〇
出
席
者　

43
名

　

〇
報
告
事
項

⑴
「
平
成
29
年
度　

県
老
連

事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
」
に
つ
い
て

⑵
「
会
員
１
万
人
増
強
運

動
」
に
つ
い
て

①
数
値
目
標
及
び
実
績
に

つ
い
て

②
推
進
奨
励
金
の
交
付
状

況
に
つ
い
て

市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
・
事
務
担
当
者
合
同
会
議

平
成
29
年
度
第
１
回
女
性
委
員
会

◆
◇
◆
◇
◆
◇ 

県
内
の
で
き
ご
と 

◇
◆
◇
◆
◇
◆

　
事
業
報
告

⑻
「
県
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
開
催
状
況
調
べ

⑼
「
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

開
催
状
況
調
べ

(10)
「
老
人
ク
ラ
ブ
３
つ
の
保

険
」
に
つ
い
て

(11)
「
新
任
事
務
局
長
」
の
就

任
に
つ
い
て

で
、
各
女
性
委
員
会
（
部

会
）
の
活
動
を
広
く
紹
介
す

る
た
め
、
各
委
員
会
の
活
動

内
容
を
照
会
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

２　

報
告
事
項

　

協
議
事
項
に
引
き
続
き
、

事
務
局
か
ら
各
種
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

〇
女
性
委
員
会
の
事
業
方

針
と
事
業
計
画
・
運
営

　

〇
高
齢
消
費
者
被
害
防
止

運
動　

　

〇
会
員
１
万
人
増
強
運
動

推
進
奨
励
金　

　

〇
熊
本
地
震
・
岩
手
台
風

10
号
被
害
に
係
る
救
援
拠
金

　

に
つ
い
て
。

（
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
に
つ
い
て
）

【
日
時
】
平
成
29
年
８
月
30

日
㈬

【
場
所
】
ホ
テ
ル
白
萩

【
内
容
】

・
講
演（
認
知
症
に
つ
い
て
）

・
基
調
報
告

・
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

・
活
動
報
告

（
気
仙
沼
市
・
蔵
王
町
・
利

府
町
老
連
）
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き
）
主
事
か
ら
、「
国
勢
調

査
か
ら
み
る
宮
城
県
の
現

状
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

宮
城
県
の
人
口
は
平
成
16

年
１
月
の
推
計
人
口
で
あ
る

２
３
３
万
５
千
人
を
ピ
ー
ク

に
人
口
減
少
に
転
じ
、
平
成

27
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
前

回
22
年
国
勢
調
査
時
の
人

口
に
比
べ
て
、
０
・
61
％

１
万
４
千
人
の
人
口
減
少
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
し

て
、
65
歳
以
上
の
人
口
が

25
・
７
％
と
総
人
口
の
１
／

４
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
高
齢
化
率
は
最
も
高
い

七
ヶ
宿
町
で
46
・
１
％
、
最

も
低
い
富
谷
市
で
17
・
７
％

と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

人
口
減
少
数
で
は
、
石
巻

市
が
全
国
第
３
位
、
減
少
率

で
は
女
川
町
、
南
三
陸
町
、

山
元
町
が
全
国
順
位
で
、
２

位
、
３
位
、
５
位
と
な
っ
て

の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て
」

「
民
生
委
員
の
活
動
と
の
関

係
に
つ
い
て
」
「
訪
問
先
が

遠
隔
地
の
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
」
「
地
区
に
よ
り
対
象

者
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
」
「
訪
問
希
望

者
か
ら
あ
ら
か
じ
め
【
友
愛

訪
問
希
望
書
】
を
提
出
し
て

頂
い
て
い
る
事
例
」
な
ど
、

事
業
実
施
に
向
け
て
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
、
熱
心
に
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
13
期
は
５
老
連
が
モ
デ

ル
老
連
と
し
て
応
募
さ
れ
ま

７
月
28
日
㈮　

仙
台
市
青

葉
区
の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」
を

会
場
に
各
市
町
村
老
連
か
ら

若
手
リ
ー
ダ
ー
50
名
が
出
席

し
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

武
山
萬
会
長
の
挨
拶
の

後
、
宮
城
県
震
災
復
興
・
企

画
部
統
計
課
人
口
生
活
班
佐

藤
威
顕
（
さ
と
う
た
け
あ

　

平
成
29
年
６
月
２
日
㈮

ホ
テ
ル
白
萩
に
お
い
て
モ
デ

ル
指
定
４
老
連
（
１
老
連
欠

席
）
の
関
係
者
連
絡
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
山
萬
県
老
連
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
熱
心
な
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

⑴
事
業
の
概
要
及
び
業
務
内

容
に
つ
い
て

　

①
実
施
要
項
②
業
務
内
容

③
友
愛
訪
問
活
動
の
手
引
き

④
経
費
使
途
に
つ
い
て
の
留

意
点

⑵
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

　

①
Ｈ
29
・
Ｈ
30
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
②
全
国
「
在
宅

福
祉
を
支
え
る
友
愛
セ
ミ

ナ
ー
」
へ
の
派
遣

⑶
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
の

留
意
事
項
等
に
つ
い
て

　

会
議
に
参
加
し
た
４
老
連

の
関
係
者
か
ら
は
、
「
事
業

第
13
期
高
齢
者
相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業

「
第
１
回
関
係
者
連
絡
会
議
」

若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
モ
デ
ル

老
連
と
し
て
指
定
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
老
連
も
、
積
極

的
に
応
募
し
て
は
、
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
14
期
に
向
け
て
、
応
募

を
検
討
さ
れ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

第
13
期
モ
デ
ル
指
定
老
連

　

①
大
崎
市
松
山
地
区

　

②
蔵
王
町

　

③
色
麻
町

　

④
女
川
町

　

⑤
南
三
陸
町

い
る
こ
と
な
ど
本
県
の
人
口

の
説
明
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

国
勢
調
査
か
ら
、
東
日
本
大

震
災
が
宮
城
県
の
人
口
や
産

業
従
事
者
な
ど
に
様
々
な
形

で
影
響
し
て
い
る
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

講
演
後
に
、
女
川
町
老
連

事
務
局
の
須
田
め
ぐ
み
主
任

よ
り
、「
心
豊
か
に
、
よ
り

生
き
生
き
と
」
と
題
し
て
、

女
川
町
老
連
の
会
員
増
強
運

動
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
、「
老
人

ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
良
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
取
り
組
み
が

必
要
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。
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リ
ー
ダ
ー
に
関
す
る
活
動
報

告
等
」
全
老
連
評
議
員
・
女

性
委
員　

山
本　

幸
子

〇
活
動
報
告
「
会
員
増
強
運

動
に
向
け
た
女
性
委
員
会
の

取
り
組
み
」
・
「
老
人
ク
ラ

ブ
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
運

動
に
向
け
た
取
り
組
み
」

　

平
成
29
年
５
月
26
日
㈮

午
前
11
時
～

全
社
協
ビ
ル
第
３
会
議
室

〇
出
席
者　

佐
藤
純
子
県
老

連
女
性
委
員
会
委
員
長

〇
基
調
説
明
「
平
成
29
年
度

全
老
連
事
業
の
重
点
に
つ
い

て
」
（
谷
野
香
局
長
）

〇
報
告
「
平
成
28
年
度
女
性

　

３　

平
成
29
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い

て
【
承
認
】

（
平
成
29
年
度
）監
事
会

・
日
時　

平
成
29
年
５
月
16

日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
か

ら・
場
所　

宮
城
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局

・
監
査
事
項

　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
・
経
理
執
行

状
況

（
平
成
29
年
度
）第
９
回
理
事

会・
日
時　

平
成
29
年
５
月
24

日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
か

ら・
場
所　

ホ
テ
ル
白
萩
３
階

　

萩
の
間

・
協
議
事
項

　

１　

宮
城
県
老
連
役
員
並

び
に
評
議
員
の
選
任
に
つ
い

て
【
承
認
】

　

２　

平
成
28
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い

（
平
成
28
年
度
）第
８
回
理
事

会・
日
時　

平
成
29
年
３
月
７

日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
か

ら・
場
所　

ホ
テ
ル
白
萩
３
階

　

け
や
き
の
間

・
協
議
事
項

　

１　

平
成
29
年
度
分
担
金

に
つ
い
て
【
承
認
】

　

２　

平
成
28
年
度
補
正
予

算
に
つ
い
て
【
承
認
】

　

３　

平
成
29
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い

て
【
承
認
】

（
平
成
28
年
度
）第
６
回
評
議

員
会

・
日
時　

平
成
29
年
３
月
17

日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
か

ら・
場
所　

ホ
テ
ル
白
萩
３
階

　

け
や
き
の
間

・
協
議
事
項

　

１　

平
成
29
年
度
分
担
金

に
つ
い
て
【
承
認
】

　

２　

平
成
28
年
度
補
正
予

算
に
つ
い
て
【
承
認
】

理
事
会
・
評
議
員
会
等
の
開
催
状
況

て
【
承
認
】

　

３　

平
成
30
年
度　

老
人

ク
ラ
ブ
・
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
つ
い
て
【
承
認
】　

　

４　

定
款
・
評
議
員
役
員

等
選
任
規
定
・
専
門
部
会
要

綱
の
変
更
に
つ
い

て
【
一
部
承
認
】

（
平
成
29
年
度
）第
７
回
評
議

員
会

・
日
時　

平
成
29
年
６
月
９

日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
か

ら・
場
所　

ホ
テ
ル
白
萩
３
階

　

萩
の
間

・
協
議
事
項

　

１　

宮
城
県
老
連
役
員
並

び
に
評
議
員
の
選
任
に
つ
い

て
【
承
認
】

　

２　

平
成
28
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い

て
【
承
認
】

　

３　

平
成
30
年
度　

老
人

ク
ラ
ブ
・
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
つ
い
て
【
承
認
】　

４　

評
議
員
役
員
等
選
任
規

定
の
変
更
に
つ
い
て
【
承

認
】

全
老
連
女
性
代
表
者
会
議

◆
◇
◆
◇
◆
◇ 

全
国
の
で
き
ご
と 

◇
◆
◇
◆
◇
◆

○事業費
・スポーツ大会費
・健康づくり研修費
・高齢者相互支援推進啓発事業費
・認知症講座費
・給与・福利厚生費
・市町村老連推進助成費
・女性リーダーセミナー費等
・若手リーダー研修費
・老人クラブ大会費
・広報費
・全国会議費
・災害支援費
・その他
○管理費
・給与・福利厚生費等
・旅費
・役務費
・賃借料
・支払負担金
・雑費・その他

・補助金収入
・共同募金会配分金収入
・会費収入
・寄付金収入
・災害拠金振替
・諸収入
・基金繰入

27,987
700
1,518
1,496
258

11,131
1,600
750
100
900
1,830
845
6,733
126

5,829
2,280
434
800
434
600
1,281

13,154
560
5,392

1
8,333
310
6,066

平
成
29
年
度
　
収
支
予
算

支　出　　33,816

収　入　　33,816 （単位：千円）

（単位：千円）
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の
昼
食
は
、
皆
さ
ん
が
一
番

の
楽
し
み
で
、
今
年
の
六
月

で
、
も
う
三
十
回
を
迎
え
ま

し
た
。

市
長
は
、「
住
み
た
く
な

る
ま
ち
日
本
一
」
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
が
、
私
達
も
、

た
だ
老
い
る
人
達
の
集
ま
り

で
は
な
く
、
集
う
所
に
笑
い

が
あ
り
、
歌
が
あ
り
、
い
つ

ま
で
も
気
持
ち
の
通
じ
合
え

る
仲
間
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

や
が
て
来
る
三
年
後
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
み

に
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

昨
年
十
月
十
日
、
富
谷
市

制
施
行
記
念
式
典
が
、
県
知

事
、
各
市
町
村
長
ほ
か
多
く

の
ご
来
賓
の
出
席
を
い
た
だ

き
、
一
般
参
加
者
を
含
め
千

名
ほ
ど
の
参
加
の
下
に
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

宝
樹
会
か
ら
は
会
長
が
参

加
し
、
私
も
夫
の
代
理
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

市
長
の
式
辞
の
あ
と
、

県
知
事
等
の
ご
祝
辞
が
あ

り
、
続
い
て
中
学
生
に
よ
る

市
民
歌
の
披
露
な
ど
、
素
晴

ら
し
い
式
典
に
感
動
し
ま
し

た
。
私
は
、
平
成
二
年
に
仙

台
か
ら
引
越
し
て
来
ま
し
た

が
、
そ
の
当
時
は
、
富
谷
が

こ
の
様
に
変
わ
る
と
は
想
像

も
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
で
は
富
谷
に
住
ん
で

良
か
っ
た
と
、
日
々
幸
せ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

日
吉
台
宝
樹
会
は
、
そ
の

多
く
が
県
内
外
か
ら
転
居
さ

れ
た
方
々
で
、
平
成
八
年
に

結
成
さ
れ
、初
代
会
長
の「
友

愛
と
奉
仕
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
葦
の
会
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
小
中
学
生
の
登
下

校
時
の
見
回
り
、
三
つ
子
の

子
育
て
、
日
吉
台
小
学
校
に

お
い
て
昔
の
遊
び
を
教
え
る

等
々
の
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。平

成
二
十
七
年
に
設
立

二
十
周
年
を
迎
え
、
町
長
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
出
席
を

い
た
だ
き
記
念
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
八

年
か
ら
会
長
が
替
わ
り
、

三
代
目
会
長
は
、「
風
通
し

の
良
い
会
」、「
会
の
活
性
化

を
図
る
」、「
心
も
身
体
も
健

康
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
各

サ
ー
ク
ル
を
楽
し
ん
で
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
集
い
と
し
て
、
月
一

回
の
「
唄
っ
て
語
る
会
」

は
、
歌
あ
り
踊
り
あ
り
、
ま

た
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

今
回
は
富
谷
市
日
吉
台
宝
樹
会
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

富
谷
市
老
連　

尾　

形　

洋　

子

市
町
村
老
連
活
動
紹
介
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会員１万人増強運動 ～今後の取り組みに向けて～
　①単位クラブはあと一人の加入増を！
　②解散クラブの防止を！
　③未結成地域に新規クラブの立ち上げを！
　※年度単位で5人以上会員が増加したクラブや新規クラブを　　
　　立ち上げた場合、奨励金が交付されます（平成29年度）
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「新地域支援事業」をご存知ですか
　平成26年６月に「医療介護総合確保推進法」が成立しました。この法律は持続可能な社会保
障制度の確立のため、効率的かつ質の高い医療提供体制と地域包括ケアシステムの構築をめざ
すものです。

　このため、介護保険制度が見直され、要支援１・２の方への介護サービスは市町村に委ね
られ、平成２７年度から平成２９年度までの３年以内に、市町村独自の「新地域支援事
業」で対応しなければならないことになりました。
　「新地域支援事業」では、私たち高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続ける
ために、地域団体や住民参加による支え合いの体制を作ることが必要とされております。
　この中で、老人クラブが現在行っている「友愛活動」や「見守り活動」「サロン活動」など
が、高齢者の在宅生活を支える「新地域支援事業」として認められるよう、市町村（行
政）と相談して進めていく必要があります。

「新地域支援事業」に向けての行動提案
－老人クラブ・高齢者が介護予防・生活支援の担い手に

〇市町村の計画を把握し、市町村長や担当者に老人クラブの事業（活動）を説明して、「新地域支援事
　業」との関連を認識してもらうようにしましょう。

〇老人クラブの事業（活動）が、「新地域支援事業」として認められるよう、市町村に積極的に働きかけま
　しょう。

〇「新地域支援事業」に取り組むことで、老人クラブ活動を一層活性化させて、「会員１万人増強運動」
　を推進させましょう。
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事
務
局
体
制

・
常
務
理
事
・
事
務
局
長　

千
葉 

義
明

・
事
務
局
次
長　
　
　
　
　

兵
藤 

玲
子

・
嘱
託　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

静
香

記
事
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

〒
９
８
０
─
０
０
１
１

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
２
番
３
号

宮
城
県
自
治
会
館
３
階

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

電　

話 

０
２
２
（
２
２
３
）
１
１
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
２
（
２
２
３
）
１
１
６
１

老人クラブ会員章
　全国老人クラブ連合会では、老人クラブ会員章
を頒布しています。
　会員章は、会員一人ひとりの
意欲とクラブの誇りを示すシン
ボルです。会員章を胸に、クラブ
活動の輪を広げましょう。
【頒布代】1,000円／１口（ほかに送料120円
が必要です）。
◎20口以上は@900円。
■お問い合わせ先
　公益財団法人　宮城県老人クラブ連合会事務局

宮城県老人クラブ連合会有償頒布のご紹介です

老人クラブの歌
（カセットテープ）

①老人クラブの歌
②うちのお嫁さんお姑さん
③親子三代
④老人体操
⑤老人クラブ歩け小唄
⑥年は０才

価格 2,100円（税込）

全老連女性委員会が出版した全国のおばあ
ちゃんから寄せられた子育て体験集です。

価格 1,800円（税込）
（※郵送の際は別途送料が必要です。）

いきいきクラブ体操
（DVD・CD）

DVDは、「立ってする体操」「椅子に座っ
てする体操」に加え「応用編」を映像で収録
しています。

CDは、体操用オリジナル曲の音楽CDで
す。音楽のみで「普通」「速い」「ゆっく
り」の３テンポ。さらに掛け声付きで「立っ
てする体操」「椅子に座ってする体操」を収
録しています。

DVD: 2,200円（税込）
C D: 1,000円（税込）

（※郵送の際は別途送料が必要です。）

泣いて笑って昭和の子育て。
（冊子）
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■お問い合わせ
〒980-0801
宮城県仙台市青葉区木町通二丁目６番 53 号　あきは４Ｆ・６Ｆ
　　　022（727）5181 代 表
　　　022（205）2551 制作企画部　直通
　　　022（718）5350
　　　　  senko.kato@kym.biglobe.ne.jp

出版の
ススメ。

書　籍 電子書籍

DVD

「詩歌集」「絵画集」「写真集」
　これまでに創作した詩歌、随想、絵画、写真を
１冊の本にしてみませんか。

「自分史」
　これまで歩んできたあなたの半生を、１冊の本にして
家族や友へ伝えてみませんか。

Tel 
Tel 
Fax
E-mail 

105号
発

行
／

公
益

財
団

法
人

　
宮

城
県

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

　
〒

980-0011 仙
台

市
青

葉
区

上
杉

１
－

2－
3　

TE
L 022－

223－
1156  FA

X
 022－

223－
1161

MIYAGI県
老
連
だ
よ
り
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